
公共機関と民間事業者の交通情報共有

交通情報相互利用基盤

民間事業者

マイカー・プローブ公共事業者

B

A

タクシー事業者

運送事業者

バス事業者

情報収集

付加価値サービス提供

インターネット

携帯電話

道路管理者

交通管理者

C

放送

５／11

東北地方整備局
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宮城県 福島県

国土地理院：東北地方道路規制情報 災害情報集約マップ 通行実績マップに表示

NEXCO東日本

情報相互利用の課題： フォーマットの統一
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道路交通関連情報基盤の構築

道路の区間ID方式
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既存の情報伝達手段と課題

カーナビへの緊急情報配信 携帯電話への緊急情報配信
・ 国や自治体が市町村単位で個別の情報を配信
・ ほとんど全ての携帯電話8.4秒以内に受信可能
・ 通信混雑の影響を受けず常時受信可能

・ 交通情報センターから地域単位で配信
・ ほとんど全てのカーナビで受信可能
・ FM放送への情報重畳で送信

・ 高速道路では自動メッセージを送信
・ 一般道では管制システムが被災
・ きめ細かな情報提供は不可

・ 気象庁から緊急地震速報を自動送信
・ 震災時点で自治体の運用体制が

未整備だったため活用されず
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